
歳　入�

宇城市議会だより�

　
広
報
特
別
委
員
会
の
６
名
の

委
員
が
「
議
会
だ
よ
り
の
創
刊

号
の
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
。
現

在
の
委
員
長
で
は
、
円
滑
な
編

集
協
議
が
で
き
な
い
こ
と
」
を

理
由
と
し
て
提
出
し
て
い
た
「
辞

任
願
」
に
つ
い
て
、
定
例
会
の

最
終
日
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
委
員

が
４
名
し
か
在
任
し
な
く
な
っ

た
広
報
特
別
委
員
会
に
対
し
、

北
岡
宏
一
議
員
か
ら
「
現
体
制

で
の
特
別
委
員
会
の
調
査
は
終

了
と
し
、
新
た
な
体
制
で
議
会

だ
よ
り
の
編
集
を
行
う
よ
う
、

議
会
広
報
委
員
会
の
現
体
制
で

の
調
査
は
終
了
と
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
調
査
終
了
の
動
議
が

提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。�

歳　　入�

議
長
の
不
信
任
案�

　
　
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
る�

�

議
会
の
早
期
解
散
を�

　
　
　
　
　
　
求
め
る
請
願
書�

�

広
報
特
別
委
員
会
調
査
終
了�

市　税�
4,959,265千円�

　繰入金�
1,544,134千円�

地方交付税�
8,959,000千円�

国庫支出金�
1,874,756千円�

県支出金�
1,496,438千円�

市　債�
1,857,000千円�

　地方譲与税�
631,900千円�

地方消費税交付金�
625,000千円�

自主財源�
33％�

依存財源�
67％�

分担金及び�
負担金�
470,467千円�

使用料及び�
手数料�
390,400千円�

�
�

　
10
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例

会
で
、
小
石
義
輝
議
員
ほ
か
賛

成
者
９
名
が
、
議
長
に
対
す
る

議
長
不
信
任
決
議
案
を
動
議
と

し
て
提
出
し
た
。�

　
小
石
議
員
は
「
臨
時
会
に
お

け
る
助
役
・
収
入
役
選
任
の
採

決
方
法
、
右
山
議
員
の
退
場
問

題
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
不
当
な

干
渉
な
ど
、
そ
の
言
動
が
議
会

運
営
全
般
に
混
乱
を
起
こ
し
て

い
る
」
と
不
信
任
案
の
提
案
理

由
を
説
明
し
た
。�

　
不
信
任
決
議
案
は
、
10
日
の

最
終
日
程
に
追
加
さ
れ
、
審
議

さ
れ
た
。�

　
討
論
で
は
、
賛
成
６
名
、
反

対
５
名
が
そ
れ
ぞ
れ
討
論
を
行
っ

た
。�

　
採
決
は
、
記
名
投
票
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
有
効
投
票
数
75
票

の
う
ち
、
賛
成
31
票
、
反
対
44

票
で
否
決
さ
れ
た
。�

���

　
宇
城
市
議
会
は
、
市
民
２
名

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
議
会

の
早
期
解
散
を
求
め
る
請
願
」

に
対
し
、
こ
の
こ
と
は
議
会
全

体
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
と
し

て
、
審
査
を
議
会
運
営
委

員
会
に
付
託
し
た
。�

　
委
員
会
で
は
、
請
願
者

２
名
と
紹
介
議
員
２
名
が

「
合
併
の
目
的
は
、
財
政

危
機
へ
ど
う
対
応
す
る
か

で
あ
っ
た
が
、
在
任
特
例

で
77
名
の
議
員
が
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
合
併
の
趣

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
請

願
の
趣
旨
を
説
明
。
採
決

の
結
果
、
委
員
会
の
意
見

は
賛
成
少
数
で
「
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
」
と
決
定

さ
れ
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
、
28
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、
願
意

に
沿
い
か
ね
る
と
「
議
会

の
早
期
解
散
を
求
め
る
請
願
」

を
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
た
。�

宇城市議会だより�

歳　出�
（性質別）�

歳　出�
（目的別）�

　
６
月
定
例
会
を
６
月
10
日
か
ら
28
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
。�

　
平
成
17
年
度
宇
城
市
各
会
計
予
算
、
条
例
な
ど
27
議
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
た
。
ま
た
、
請
願
３
件
の
う
ち
、
１
件
は
採
択
、
２
件
は
不
採

択
と
し
、
意
見
書
の
提
出
３
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。�

　
一
般
質
問
で
は
、
20
名
が
質
問
に
立
ち
、
市
の
財
政
や
福
祉
、
教
育
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
執
行
当
局
に
対
し
て
質
問
を
行
っ
た
。�

特別�

会計�

企業�

会計�

会　　計　　名�

一 般 会 計 �

国 民 健 康 保 険 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 �

奨 学 金 �

簡 易 水 道 事 業 �

農業集落排水事業�

公共下水道事業�

水 道 事 業 �

市 民 病 院 事 業 �

予算額�

23,514,690�

7,052,629�

7,593,740�

4,776,000�

7,341�

255,158�

195,743�

2,059,810�

1,836,256�

502,588

平成17年度宇城市当初予算�

宇城市一般会計当初予算�宇城市一般会計当初予算�平成17年度�平成17年度�

（単位：千円）�

※企業会計については収益的支出と資本的支出の合計�

予
　
　
算�

第　２　回�
６月定例会�

平
成
平
成
17
年
度
当
初
予
算

年
度
当
初
予
算
を
可
決
可
決�

平
成
平
成
17
年
度
当
初
予
算

年
度
当
初
予
算
を
可
決
可
決�

平
成
17
年
度
当
初
予
算
を
可
決�

歳　　出�
議会費�
428,923千円�

総務費�
3,063,243千円�人件費�

5,848,785千円�

扶助費�
3,271,091千円�

補助費等�
3,060,313千円�

物件費�
2,811,921千円�

衛生費�
2,404,661千円�

土木費�
2,108,789千円�

農林水産業費�
2,006,127千円�

教育費�
2,087,949千円�

民生費�
6,677,901千円�

公債費�
3,382,318千円�

公債費�
3,382,318千円�

普通建設事業費�
2,216,028千円�

繰出金�
2,764,315千円� 消防費�

940,384千円�

商工費�
388,960千円�維持補修費�

84,372千円�

災害復旧費�
3,435千円�

��������������

　
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
の
総
額
は
、
２
３
５
億

１
４
６
９
万
円
で
、
旧
５
町
の

平
成
16
年
度
当
初
予
算
の
合
計

額
と
の
比
較
で
、
約
５
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
７
特
別
会
計
の
予
算

の
総
額
は
、
２
１
９
億
４
０
４

２
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　�

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、

庁
舎
別
棟
（
議
会
棟
）
建
築
事

業
に
つ
い
て
賛
否
が
分
か
れ
、

総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
の
結

果
は
、
予
算
を
削
減
す
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
会
議
の
採

決
は
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。�

　
な
お
、
庁
舎
別
棟
建
築
に
対�

す
る
執
行
当
局
の
説
明
は
「
現

在
、
土
木
部
は
松
橋
不
知
火
下

水
道
組
合
事
務
所
に
間
借
り
し

て
お
り
、
３
年
以
内
に
退
去
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
教
育
委
員

会
も
不
知
火
支
所
に
分
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
住
民
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
市
の
業
務
を

本
庁
に
集
積
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
庁
舎
別
棟
を
建
築
し
、

会
議
室
と
議
場
を
移
設
、
本
庁

舎
３
階
を
事
務
所
に
す
る
計
画

で
あ
る
。
総
事
業
費
は
７
億
５

千
万
円
。
財
源
と
し
て
、
合
併

特
例
債
１
億
９
５
０
０
万
円
、

国
・
県
の
合
併
補
助
金
５
億
５

５
０
０
万
円
を
充
当
す
る
。
合

併
特
例
債
は
、
合
併
後
の
市
町

村
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

共
施
設
の
整
備
事
業
に
利
用
で

き
る
借
入
金
で
、
償
還
に
要
す

る
市
の
負
担
は
、
10
年
間
で
６

２
９
７
万
５
千
円（
借
入
額
の

約
３
分
の
１
）。
ま
た
、
庁
舎

建
設
に
対
す
る
国
・
県
の
補
助

は
、
国
が
合
併
後
３
年
間
、
県

が
合
併
後
５
年
間
し
か
認
め
ら

れ
ず
、
そ
れ
以
降
は
全
額
が
市

の
負
担
と
な
る
。
後
年
度
に
な

れ
ば
住
民
の
負
担
が
大
き
く
な

る
の
で
、
平
成
17
・
18
年
度
に

事
業
を
計
画
し
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。�


